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ヱチレ V と過酸化窒素との反臆

第七報 反l醸の器墜に依る影響恭〉

竹内豊三郎

百heReaction¥ between Ethy.lene and Nitrogen Peroxide 

Part VII The Influence of. Wall of. Vessel upon the Reaction 

T{)yωabtiro TAK}，;UCHl 

Aもぽrac忠

The reaction between nitrogen peroxid巴 andethylene or acetaldehyde， the supposed inter-
mediate of the former reactiom was ollserved similarly as before inserting glasswool in th巴reaction

vessel to increase the wall area 6 times. 

The effect of the presenc巴 ofglasswool was found' that the rate remaincd uneffccted whcreas 

o~yge旬、 prevented. the decay of nitrogen Rcroxide 110 morc both in the case of cthylcnc and 

acetaldehyde・

緒、言

エチレンと過R変化窒素との反肱に3討する器壁の影響を調べるため反目撃;器に硝子Fijiをλれ，

第 5報に於けると同較に過酸化窒素の減少速度を光電池で埠跡じ且建存酸化空業量1，e炭肱生

成物に離素ii1m~て生成過酸化空講を定量する方誌によって測定しその結果を硝子綿を入れ

ない場官の£比較Lた・

との反絡;ほ第3報・及び消ふ報に述べた様11:，酸素共存及び司水銀燈照射により昔H>い影響を

うける. 叉第4報のアセトアルデハイドと過酸化主主議との反l患の寛験より，反肱初期の中間鰹7

をアセトアルデハイドと推定し得る結果を得た・ とれ笥;諸種のfIJ(況に於ける反艇に;r:tする器壁

の影響を調べるために， エチレンと過酸化祭素及びアセトアルデハイドと過酸化窓宗との反肱

を酸素の在る批況及び無いHk況に於てそれぞれ起らせ，各々に到する器壁イ』ミー在の影響を上記の

方誌によって調べた.

以下その方法娃びに結J誌に就いて辿ベる.

装置及び操作

賞験装置は反l忠器を除く他は前報のと同じである.

反l也君JLはよf~ 1 li品¥v乙示す1mくいす;;*LもlUN山 mmの-4j:ヰjのえま A，B，C， Dがあり， これT庄の

うち A'こは石英引を y 他ω:lr討にはいづ~Lt 1ii'j rれをビツエン附けし，志を肱いた外j)!ljfL.!玉江

i<') 織媒研究所報告第 55~虎，
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ナメルを塗って遮光した容詰 95c心， 内壁面積 220cm~ のもの

である.

上記の窓の中Aを水銀燈!照射に C，Dを光電池による過

酸化窒素分間の測定に用ひた・

器塑の影響をしらべる場合には Aに相3討してゐる窓 Bの

側に C，Dを通る光が遮ぎられない?践に注意Lて硝子Nlilを充填

した・使用Lた硝子*Iilは毎11I14.2g.で， どれに1ftる器壁面積の

増加は約6俗であるべ

反l底操作はとれ迄と同様で・，又アセトアルデハイドの導入

はエチレンと同*去にして行った.

反!広温度は室温 (22土 lOC)である.

費験結果

賞験の結果を zr~2凶乃主主(C51函lに示す.

!酋lに於て如(C2H4)，れ(CH3CHO)，/>0 (N021及CJ.'/>0 (02) ，は

エチレン， プセトアルデ、ハイド， 過酸化祭来
エチレンと過般化窒素との反舷(西金支なし)

及び:醍素の初慨を，又 p(NO)jρ♂(N02)は反!恵

後に主主イjミした酸化予民主の分睦 ρ(~O) と故初に千平均[竺竺!辺諸j坐喧iA33)
(1) なし 1'1釘>1 98 1-0.77 
(2) なし 136 I 89 i 0.78 
(3) あり I 140 I 101 I 0.89 
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第 3 臨!。¥晶
エチレ lシ過酸}七塗長との反肱(国毒素ありj

重J-14明暗[訓413L-
(5) 1なし 1144 1 107 1 102 1 0.02 
16) Iありト 140 I 107 1 90， '. [， 0.08 
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エチレンと過酸化皇室奈との反際

第 4 聞
アセトアルデハイドと過酸化窒素との反感.

(酸素なし)

聖護l精子締!po(CH些ち哩品
(7) Iなし 158 82 0.40 
(8) Iあり 150 88 0.40 

第 5 圃
ア七トアノレダハイ1-"と過酸化窒素との.oc際

(酸素あり)

聖護ー哩耳些ぷ[坦立国亙亘
.___ ，!::.'~lyl ，，!l!'2.Hg! n~llHgl p(NO) 

(9) 1なし 150 65 91 1 0.15 
(10)1あり 148 80 90 1 0.14 

qo 

k 令'SEミ、
80 

::(、、=d• E 70 

60 

30 

.10 

:)0 

n

u

w

u

 

O
O

づ，

予
定
M
E
E
K
〈仕

f1{}j 

30 

20 

O 2 O. 4-

剖 ¥11(.fh] 
o 1 

ー園田.I.....-.I...-~向'"--
2 :9 4-
o. ¥?J1 (必i)

導入した過酸化索素がすべて僻離したとき呈すべき時ん汽N02) との土じを， 各曲線は過融化主主

素分限 p(N02)と時IMl(hr.)との闘係をそれぞれ;示す.

第 2嗣及び附去に示される如く，エチレンと過酸化窒素のみの場合には p(N02) の時間的

費化は器壁面積の増大により影響されないが，p(NO) / p♂(N02)はたきくなる.

エチレンと過酸化常業の反l底にR走者を共存させると消:3[，剖に示される如く p(NO)の停留が

現はれるが，器壁画杭の増大によりとれは消失する.

アセトアルデハイドとiJtiN変化主主主長の反肱のlJ/Jイ?には消 4，出5f，刊に示す女11くp(N02)の時間
的礎化は端情的itJiのよけたにも世主#~l;{t-にも移管されない・ 自11ち l般主~~を共存させてもヱチレンに

就いて見11¥された椋な p(N02)ω佐官は認められない・{1.iし附衣に示す虫/1くρ(NO)/ Po号、(N02)は

器壁画松によって影響されないが，門主主のj毛布ιIiくってノj、さくなる.

本研究は如ìl勾主主綬及び1}"主主段の御:t.~.1忘な御指導 ωF-C.hはれたものご￡り，父その官(}fIは支

部省手 1.捗研究貨の補助に依ソたーここに諜/し c:J~~意を表よ

焚) 石町二f 新1 の全得後 V を比重 ~~.5 としその全ヰ.!j量全 ìll!J ョ -C'J:どめ， ー)j'" ~ノ J レ- ，: :;WJうた 10ユトの繊維

の削!の平均値目ひから令長 Jニザ をぷ/1)， iiili而干えを無l'日しじこ川総面殺を 江(~/寸 2r(;l)
πU" 

とし-OtUlした.
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